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               審   査   の   要   旨 
 
 脊椎動物の像形成視の進化という、ダーウィンがその進化を理解することが非常に困難だと述べた
現象に正面から取り組み、画期的な成果を上げた。幼生期には光受容のみを行い、変態期に像形成
視を獲得するヤツメウナギを対象にして、網膜における２次元の位置情報を形成する仕組みが変態
期に形成されること、像形成視を行わない幼生期の視神経がナメクジウオと同様に前脳相当領域に
投射していることなどを明らかにした。また、眼を動かす外眼筋の形成過程についても明らかにす
るなど、脊椎動物の像形成視の進化の理解に大きな貢献をした。 
 平成27年5月22日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、
審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
